
【令和８年度】

倉吉市ならびに中部地区の人々の幅広い創作活動の発表の場として美術展覧会を

開催し、美術活動の振興を図るとともに、文化芸術活動の発展に寄与する。

倉吉市教育委員会

三朝町教育委員会、湯梨浜町教育委員会、琴浦町教育委員会、北栄町教育委員会

日本画・洋画・版画・彫刻・工芸・書道・写真・デザイン

倉吉博物館・倉吉歴史民俗資料館

■全部門 同一会期

令和８年６月20日（土）～ ７月12日（日） （23日間）

（洋画・版画・彫刻・写真・日本画・工芸・書道・デザイン）

平日、日曜日：午前9時～午後5時（ただし入館は午後4時30分まで）

金～土曜日 ：午前9時～午後7時（ただし入館は午後6時30分まで）

中部地区在住もしくは勤務・在学する人、並びに中部地区の団体に所属している人。

及び、中部地区出身で現在他地区に在住の人。ただし、中学生以下は除く。

応募作品の審査は、倉吉市教育委員会の委嘱した各部門の審査員があたる。

各部門の入選作品並びに無鑑査作家、招待作家、審査員の作品を展示する。作品

の陳列は各部門の審査員により行う。陳列場所の希望等は受け付けない。

倉吉市美術展覧会運営委員があたる。

１ 趣 旨

２ 主 催

３ 後 援

４ 部 門

５ 会 場

６ 会 期

７ 応募資格

８ 作品審査

９ 陳 列

10 運 営

第７１回倉吉市美術展覧会開催要項



倉吉博物館収蔵庫搬入口 ※部門ごとに搬入時間が異なりますのでご注意ください。

倉吉博物館収蔵庫搬入口

一般・無鑑査 １点につき １，０００ 円（ただし、高校生・学生は無料）

審査員 １点につき １，０００ 円

（１）作品は自己が制作したもので一部門につき一人２点以内とし、すでに県内の公

募展で発表済みの作品は除く。ただし、同一人が複数部門に応募することは可

能。共同制作した作品は、応募することは可能だが、賞の対象とはならない。

（２）著作権・肖像権等の問題が生じないよう十分注意し出品すること。

（３）規 格 各部門とも額装にガラスを使用しないこと。また、ガラスケースに納

めた作品も受け付けない。なお、規格外の作品、額又は枠の不完全な作品及び

生乾きの作品は受け付けない。

〈日本画〉額装とし、１０号～１２０号。ビニール、アクリル張りは不可。

〈洋 画〉額装とし、１０号～１２０号。ただし、厚みは20㎝以内、ひし形作品

は対角線の長さを194cm以内とする。

〈版 画〉額装かパネル張りとし、１００号以内。

〈彫 刻〉重さ１００kg以内とし、幅２ｍ、高さ２ｍ、奥行1.5ｍ以内とする。

〈工 芸〉縦、横２ｍ以内とする。ただし、着尺は除く。

〈書 道〉半切（35cm×136cm）～全紙（70cm×136cm）の作品は縦横自由。2×6

尺（60cm×180cm）～尺８（53cm×234cm）の作品は縦のみとする。また、

篆刻も額装とし、額装を含めて縦50㎝×横40cm以内とする。（ ）の

寸法は用紙サイズ。額装はアクリル張りとし、軸物は不可。なお、全て

の作品について所定の釈文用紙に釈文を記載し、作品搬入時に提出する

こと。（釈文用紙にパソコン等で打ち出した紙を貼付けしたものでも可）

〈写 真〉枠張り又は額装とし、枠張り又は額装を含めて40 ㎝×50 ㎝以上、かつ、

100 ㎝×200 ㎝以内の長方形又は正方形で、壁面に容易に展示可能な仕様

であること。連作及び組み写真は１点とみなして同様の規格内に収める。

〈デザイン〉Ｂ１全紙（103.0㎝×72.8㎝）以内とし、立体は１㎥以内とする。

搬入日

令和８年６月７日(日)

部門 搬入時間

日本画・書道・洋画・版画 午前９時～正午

工芸・デザイン・彫刻・写真 午後１時～午後４時

搬出日

令和８年７月16日(木)～18日(土)

搬出時間

午前10時～正午

午後１時～午後４時

11 搬 入

12 搬 出

13 出品料

14 応募規定



（１）審査員（敬称略・五十音順）

（２）審査会は下記の日程で行い、審査の透明性を高めるため公開とする。

（３）審査会見学の申し込みは、６月３日（水)までに下記のいずれの方法かで行う。

倉吉博物館受付にて直接申込、電子申請、［電話］0858-22-4409 、［FAX］0858-22-4415

［E-mail］k-museum＠city.kurayoshi.lg.jp

（４）審査の公開について

・見学を希望する部門、氏名、住所、電話番号が必要。

・定員は各部門20人、応募者多数の場合は抽選とし、申込をしていない者の見学には応

じない。

・誓約書の記入が必要。

部 門 審査員名

日本画 中川端月 / 宮本京花 / 村岡昭巳

洋 画 礒江ちづる / 門脇博 / 谷繁淳子 / 山内信 / 山下聖二 /山田和之

版 画 桑田幸人 / 近藤正徳 / 計羽孝之

彫 刻 朝倉和博 / 永江靖幸

工 芸 山本佳靖 / 吉田公之介 / 小原雅也

書 道
生田翠龍 / 岩垣若翠 / 木村香翠 / 名越蒼竹 / 引田恵華 / 光村松華 /

徳岡翠江

写 真 川崎俊行 / 松原幹夫 / 山田直人 / 山脇賢治

デザイン 小松亜希恵 / 佐伯明美

月日 [午前９時半～] 部門 ［午後１時半～］ 部門

６月 10日（水） 日本画・工芸 書道・デザイン

６月 11日（木） 版画・写真 洋画・彫刻

15 審査会



応募作品のうち優秀な作品に対し、次のとおり表彰する。

（１）無鑑査に授与する賞

特 賞(各部門1点) 無鑑査作品の中から選考し、賞状と副賞を贈る。

（２）一般に授与する賞

① 市展賞 各部門の入選作品の中から選考し、賞状と副賞を贈る。

② 奨励賞 各部門の入選作品の中から選考し、賞状を贈る。

令和８年６月20日（土） 午前10時～ 場所 倉吉博物館ホール

終了後に（洋画・版画・彫刻・写真）部門のギャラリートークを行う。

令和８年６月27日（土） 午前10時～ 場所 倉吉博物館ホール

終了後に（日本画・工芸・書道・デザイン）部門のギャラリートークを行う。

いずれも午後２時～３時・申込不要

無料

（１）作品の展示・保管には万全を期すが、天災その他不慮の事故等による損害に

対しては、主催者はその責めを負わない。

（２）作品に撮影禁止のマークが表示されている場合を除き、写真を撮影すること

ができる。なお、撮影する場合、他の観覧者に迷惑となるため、フラッシュ、

三脚等を使用することはできない。

（３）出品目録等への住所の表記は市町名のみとする。

（４）作品陳列は倉吉市美術展覧会運営委員が行う。

倉吉市仲ノ町3445-8 倉吉博物館 （電話0858-22-4409/FAX0858-22-4415）

日 時 部 門

６月21日（日） 日本画・工芸・書道・デザイン

６月28日（日） 洋画・版画・彫刻・写真

16 表 彰

17 開会式

18 表彰式

19 審査員トークイベント

20 入館料

21 その他

事務局



特 賞 ５点
部 門 作 品 名 氏     名 住   所
日本画 風情吹く小路 栗原誠子 倉吉市
洋 画 古木礼讃 井之上玉代 三朝町
版 画
彫 刻 風 山内 信 大山町
工 芸
書 道 河本緑石の句 佐伯哲哉 北栄町
写 真 濱風に揺られて 山中泰偉 倉吉市
デザイン

市展賞 1６点
部 門 作　品　名 氏　　　　　名 住　　　所

日本画 春の夜 井出添麻理 倉吉市
洋 画 続いていく生命 北窓妙子 倉吉市

浮遊 浦辺義雄 湯梨浜町
ふるさとの海・2026 谷口博教 倉吉市
逢束みなと４ 松本佳邦 琴浦町

版 画 雪晴れ 石脇正江 倉吉市
工 芸 翠雨 尾﨑美紀 倉吉市
彫 刻
書 道 孤舟 山﨑伯峰 倉吉市

李白詩 大窪翠村 倉吉市
和康五庭芝望月有懐 山下博朋 北栄町
寿春 北窓妙雲 倉吉市

写 真 気ままに一人旅 井上 英明 北栄町
静寂への架け橋 河野 誠 琴浦町
ハットする出会い 森本 裕 倉吉市
時空 ヤマダミスズ 倉吉市

デザイン Only One Piece 眞期 凪 倉吉市

奨励賞 16点
部 門 作　品　名 氏　　　　　名 住　　　所

日本画 錦秋 河原條秀子 倉吉市
洋 画 秋のおわり 宮川美保子 倉吉市

参道の赤い橋 酒田礼子 倉吉市
不動滝 山涌敏秋 倉吉市
理想の沈黙 田中優衣 倉吉東高校

版 画 那岐山麓 栗原 誠子 倉吉市
彫 刻
工 芸 欅拭漆盆 竹原正純 北栄町
書 道 重過雨花台望江有感 深田 幽春 倉吉市

贈闕下裴舎人 本多花宵 倉吉市
塞下曲 宍戸美翠 北栄町
沈佺期 小寺翠康 倉吉市

写 真 次代へ繋ぐ 海地謙一 倉吉市
風を裂く 木田繁数 倉吉市
時の忘れもの 小林靖彦 倉吉市
ホーエンヤまつり 津村睦男 湯梨浜町

デザイン 大好きは力だ 米本諒子 倉吉市

第71回倉吉市美術展覧会　受賞者一覧

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし


